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コンクリートはひび割れる

コンクリートのひび割れは、建物の美観上の問題

となるだけでなく、漏水や中性化の促進を助長する

など耐久性の問題に発展することがある。

しかしながら、これに対する完璧な対策が無い。

最も採用実績があるのが、
「ひび割れ誘発目地の設置」である。
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誘発目地の設置条件
日本建築学会 鉄筋コンクリート造建築物の収縮ひび割れ制御設計・施工指針（案）同解説

ひび割れが誘発目地内に発生する割合（ひび割れ集中
率）が90％以上となることを期待する場合、

①断面欠損率を25～30%以上確保。

②誘発目地間隔は、3m以下。

しかし、耐力壁の場合、誘発目地の設置のみでは、
上記の断面欠損率を確保できない（ランダムにひび割れ発生）。

例：全壁厚 220mm（目地深さ合計：20mm） ⇒断面欠損率 約 9%
530mm（目地深さ合計：30mm） ⇒ 〃 約 5%
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図１ 既往技術
（平断面）



耐力壁のひび割れ制御方法として確立されたもの
がなかった。

他社提案→主流は断面欠損型（塩ビパイプ、FB、アングル等）

2004年誘発目地部のコンクリート比率を下げることで、
収縮ひび割れを目地内に誘導することを発想した。

※現場内にあるモノで、構造設計者の理解が得られやすいモノ

→異径棒鋼：断面補強型
多くの施工実績を積み上げた（誘導率：高）。

フラット バー塩ビパイプモルタル充填

技術の現状

P.90

既往対策技術
（平断面）



欠損率確保の工夫

「断面欠損率」に代わる指標として、「非コンクリート率」
の考え方を新たに提案している。
着眼点：コンクリートの比率を部分的に少なくする。

断面欠損率：部材厚さに対する誘発目地深さの比率
非コンクリート率（ＲＮＣ）：部材厚さに対する誘発目地の深さと、

誘発目地と同一方向の鉄筋径（断面中央部の太径異形
棒鋼と構造部材の縦鉄筋の呼び名径）の合計との比率

RNC(%)＝｛（∑dep＋∑dia＋∑insdia）／ Wthic｝×100 ・・・①

RNC：非コンクリート率（%）
∑dep：壁表面の目地（誘発目地）深さの総和（mm）
∑dia：誘発目地線上の縦鉄筋の呼び名の総和（mm）
∑insdia：挿入した太径異形棒鋼の呼び名の総和（mm）
Wthic：全壁厚（mm）
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鉄筋コンクリート壁内に太径異形棒鋼を埋め込むことで、
全壁厚に対して25～30%程度の非コンクリート率を確保し、
ひび割れが誘発目地内に発生する割合が90％以上となる

ことを期待している。

ＣＣＢ工法の概要
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工法概要図
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図２ 鉄筋挿入型ひび割れ制御工法（イメージ）

写真１ 目地内に誘導したひび割れ



工法の特徴

P.90-91

①誘発目地内に収縮ひび割れが発生するよう制御すること
が可能となり，目地部以外の壁面にひび割れを発生させ
ない。

②通常の耐力壁と同等の強度を持つため，さまざまな箇所
に使用できる（建築技術性能証明 GBRC第09-04号改）。

③特殊な材料を使用しない（JIS規格品の異形棒鋼を用い
る）ため，品質や耐久性などに関する懸念がない。

④専用の固定ジグを使用することで，簡易ながらも精度の
高い施工を可能にしている。

⑤鉄筋工による一連の作業の中で誘発材の取付けが可能
であり，前述した既往の対策工法と比較して作業効率
に優れ，対策費用が安価である。



施工手順施工手順施工手順施工手順

①墨出し

Step1. 誘発目地位置に墨出しを行う。 Step2. 壁筋、ひび割れ誘発材を設置する。 

②ひび割れ誘発材、

　固定ジグの設置

墨出し

③鉄筋の空きの確認

Step3. 外側型枠を建て込み、位置の微調整を行う。 

セパレータ

目地棒

④鉄筋位置を調整する

かぶり厚さ

外側型枠

かぶり厚さ

⑤内側の型枠を
　建て込む

⑥セパレータの位置は
　誘発材に干渉しない
　ようにする
　

Step4. 内側型枠を建て込む。 

図８ 施工手順
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効果効果効果効果のののの確認確認確認確認
 

P.92

壁厚180～400mmの場合，
非コンクリート率25～30%程度
と誘発材の位置精度を確保
することで，90～95％の確率で
目地内にひび割れが誘導でき
ることが分かった。

また、経年後の目地内への誘
導率を検証した結果、本工法
によるひび割れ制御対策は，
2年経過後も有効であることが
分かった。

表１ 施工実績

図９ 非コンクリート率と誘導率との関係



最新の施工事例
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図 10 ひび割れ誘発目地の設置例 

耐力壁の構造壁厚は400mm，
壁縦筋D13,目地深さ15mmで壁
両面に設置し，誘発材は3-D25
とした。その結果,非コンクリート
率30.5％，誘発材率18.8％とな
り,構造規定値を満足した。

ひび割れ観察は，コンクリート
打設から65日後に行い,ひび割
れ発生は目地総数20か所のう
ち5か所で確認した。ひび割れ
は全て目地内で発生しており，
目地を外れたものはなく，
誘導率100％であった。 図11 目地の断面詳細 写真２ 誘発材の固定ジグ

図10 ひび割れ誘発目地の設置例



技術課題

目地設置により部分的に断面欠損となるが，その耐力低下分を
誘発材（異形鉄筋）で補うという発想を実現することができれば，
増し打ちコンクリートを低減する目地部の合理化が可能と考えた。
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①構造的な壁厚の制限があるため，ひび割れを目地内に
誘導するためには，目地深さに相当する増し打ちコンク
リート（ふかし）が必要となる。

②目地を設けなかった場合は，ひび割れを直線状に制御
することができずに処置が困難となる。

③集合住宅などの戸境壁では，設計段階で増し打ちコンク
リートを見込んでいない場合が多い。

④増し打ちコンクリートの新設に伴い，コストや荷重が増加
するため，その検討に時間を要する。



ＣＣＢ工法と新技術
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解析結果
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解析モデル 
最大耐力 

(kN) 

最大耐力時

変位 

(×10-3rad.) 

破壊モード 

WP40 1630 3.4 壁せん断 

WP40R20 1610 3.3 目地せん断 

WP60 1780 5.1 壁せん断 

WP60R20 1790 4.9 目地せん断 

WP80 1890 4.7 壁せん断 

WP80R20 1859 4.3 目地せん断 

 

a) WP40

b) WP40R20

図17 WP40とWP40R20の主応力図

表4 解析での最大耐力と破壊モード
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図16 荷重ー変形関係



構造実験状況

写真3 試験体例（加力前）
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実験結果
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*構造壁厚100mmで計算
コンクリート 終局せん断強度

実強度 修正広沢mean式
σB eQmax calQmean

(N/mm
2
) (kN) (kN)

WP29R20 41 2239 1621 1.38 壁せん断
WP65R00 34 2308 1598 1.44 壁せん断
WP65R20 34 2358 1598 1.48 壁せん断
WP116R20 34 2635 1723 1.53 壁せん断

WP116R20C 34 2673 1723 1.55 壁せん断

calQmax/calQmean 破壊モード試験体名

最大耐力
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表 実験値と計算値の比較

図22 荷重ー変形関係



まとめ
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本工法の実施工での検証結果
①誘発目地に加えて誘発材（異形鉄筋）を断面中央に配置し，

非コンクリート率を25～30％程度確保することで，目地内に
ひび割れを誘導できる。

②全壁厚200～400mm程度であれば，誘発目地内に90～95%
の高い確率でひび割れを誘導できる。

③本工法によるひび割れ制御対策は，2年経過後も有効。

新技術の開発に関するFEM解析と構造実験の結果

①壁のせん断実験によりCCB工法を用いた耐震壁の耐力は,
既往の設計式による計算値の1.38～1.55倍であった。

②同実験によるCCB工法を用いた耐震壁の破壊モードは,
壁のせん断破壊であった。



工法協会メンバー

平成24年４月工法協会発足時

正会員8社 ㈱淺沼組、㈱熊谷組、西松建設㈱、

東亜建設工業㈱、㈱NIPPO、

飛島建設㈱、大日本土木㈱、

㈱長谷工コーポレーション

賛助会員1社 岡部インダストリー㈱

平成25年度より新加入

正会員３社 東急建設㈱、五洋建設㈱

三井住友建設㈱
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工法協会の活動

・｢CCB工法施工管理技術者｣の選任を義務付け

年2回の認定講習を開催し、

現在までに54名の技術者を認定

・本工法の施工実績 44件(2013年5月現在)

・2012年6月 CCB工法協会ホームページを開設

(http://www.ccb-koho.com)

・更なる工法普及を目指し、｢物件限定会員」を新設
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おわりにおわりにおわりにおわりに

本工法を積極的に活用することで，ひび割れに

関するトラブルを未然に防止し，一人でも多くの

顧客や使用者さらには施工者にも喜んでいただ

けることを強く願っている。

ひとたび生じたひび割れを制御することは不可能

だが，建物の施工段階で対策を実施することで，

必ずひび割れは制御できる。

【ひび割れは川上での制御が鉄則！】



ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。


